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研究成果の概要（和文）： 

 

認知言語学的に考えると、否定の言語表現は否定の認知を映し出しているはずである。し

かし、否定の認知とは何かということをこれまで言語研究では、言語表現についての考察

から研究者の主観に依拠して解釈しようとしてきた。本研究では、否定の言語表現に共起

する身体表現に注目し、ビデオ録画したインタビューの分析と、実験（プライミングテス

ト）という実証的な手法によって、否定の認知のネットワーク構造を確認しようとした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
From the cognitive linguistic point of view, the linguistic expressions of negation could be 
understood as some kind of projection of negative cognitions. In the linguistic tradition we 
mainly speculated about the nature of that negative cognition trusting our subjective 
interpretation about linguistic expressions.  In our project, we have clarified that negative 
cognition by two empirical ways. We analyzed co-occurring bodily expressions of negative 
linguistic expressions in our video-recorded interviews on the one hand and conducted 
priming tests on the other hand. 
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１．研究開始当初の背景 
 
竹内 2004 は、否定の言語表現に投影されて
いる否定の認知について、振り払いや拒否な
どの、動物として引き継いできた様々な否定
にかかわる認知が結びついたネットワーク
構造をなしているという説を提案した。 
 
これは、従来からの、否定の意味を命題の真
理値をひっくり返す論理演算的な操作であ
るというとらえ方と対立するものであるが、
人間の認知を身体的に動機づけられたもの
であるとする認知言語学の主張、言語表現と
身体表現はお互いに補完しながら、人間の認
知・コミュニケーション活動を作り上げてい
るという、最近のジェスチャー研究の動向
（例えば、マクニール 2005）とつながって
いく考え方である。 
 
しかし、この提案は、基本的に否定の言語表
現についての考察に基づくものであって、理
論を裏づけるための、客観性を備えた、言語
外からの強い証拠が薄弱であるという難点
を抱えていた。 
 
２．研究の目的 
 
私たちは、上記研究の弱点である、理論を支
える言語外的な証拠を言語表現に付随する
身体表現に求めることを考えた。身体表現は、
言語表現と並ぶ認知の窓口なのであり、言語
表現と身体表現の相関性について考察する
ことによって、私たちは、言語表現に投影さ
れている認知の実体に迫ることができると
考えたのである。 
 
また、このことが可能であることが明らかに
されることによって、私たちは、否定の認知
の実体に迫ることができるだけではなく、こ
れまで、言語データにのみ基づく考察に頼っ
ていた言語研究に、実証的な方法の可能性を
開くことができると考えたのである。 
 
私たちの研究の対象は、日本語とドイツ語に
おける否定の認知である。私たちは、否定の
疑問に対する答え方が異なり、また、文化的
に、日本語では否定を表現するのが苦手であ
るが、ドイツ語ではそうではないといわれる、
などの違いがあるとされる、日本語とドイツ
語の否定の問題について、その認知的な実体
としての共通性と違いを具体的に明らかに
しようとした。 
 

３．研究の方法 
 
私たちの研究方法は二段階の構成を取った。 
まず第一段階では、私たちは、日本語とドイ
ツ語の母語話者を対象にほぼ同じ内容のイ
ンタビューを行い、それをビデオ録画した。
インタビューの内容は、質問にそれぞれ、「拒
否」、「打ち消し」、「嫌悪」などの応答が予測
できるように工夫したものである。私たちは
この録画された会話を分析し、どのような身
振りが否定の言語表現に付随して現れるの
かを記述し分析した。 
 
第二段階では、私たちは、第一段階で有意で
あると認められた動作について、プライミン
グテストのソフトウエアを用いて、ある談話
の状況におけるある質問への対応として、あ
る身体表現が適切であるかどうかを、適切、
まあ適切、あまり適切ではない、不適切の 4
段階で判断させた。実験は、日本語とドイツ
語の母語話者を、それぞれ 20 名と 30 名、被
験者にして行われた。 
 
実験結果は、それぞれの状況と質問の組み合
わせについて、5つの身体表現の反応として
の適切さの数値を示すレーダーグラフとし
て表示された。私たちは、この表示された結
果を、それぞれの言語について、分析し、考
察を加えた。 
 
４．研究成果 
 
私たちはまず、日本語の母語話者に対するイ
ンタヴューを分析した。日本語の否定表現に
は予想通り、「強い首ふり」、「弱い首ふり」、
「うなづき」、「しかめ顔」が観察された。「強
い首ふり」は、自分の体面にかかわるような
ことを質問者が想定している場合に多くあ
らわれ、また「うなづき」は、質問者が想定
している否定を含む想定を回答者がそのま
ま受け入れる場合に観察された。 
 
この研究では、私たちが予期していなかった
興味深い身体表現が多く観察された。「首傾
げの」動作が、否定の言語表現に随伴して頻
繁に現れることが分かったのである。この
「首かしげ」の身体表現は質問の内容にかか
わる否定と言うよりも、そもそも質問に対応
して口にすべき回答にたどり着けない、とい
う態度の表れであると解釈される。日本語で
は、この首傾げの身振りは、さらに、コミュ
ニケーションにおいて、相手の想定している
ことを直接に打ち消したり、拒否したりする



ことによる摩擦を避けるための緩衝手段と
して使われることも明らかになった。 
 
この成果は、認知への身体を手掛かりにした
アプローチとして第８回日本認知言語学会
で発表され、興味深い発表であるというコメ
ントをいだたいた。また、日本語に特有のコ
ミュニケーションの問題として、第 35 回日
本独文学会語学ゼミナールで発表され、同学
会の査読付欧文機関紙に論文として掲載さ
れた。 
 
ドイツ語の母語話者に対するインタビュー
の分析の結果、やはり、ドイツ語でも、日本
語と同じような身体表現が、否定の言語表現
に付随して観察されることが分かった。ドイ
ツ語のインタビューの分析で明らかになっ
た興味深い事実は、ドイツ語でも、「否定」
に伴う「うなづき」の身体表現が観察される
ということである。日本語におけるのと同様
に、ドイツ語においても、否定の認知が含ま
れる内容を、そのままそれとして受け入れら
れることがあるのであり、そのことがコミュ
ニケーションにおいては、「うなづき」の身
体表現によって示されることが分かったの
である。 
 
また、ドイツ語においても否定の言語表現に
「首かしげ」の身体表現が随伴することが観
察された。私たちの分析によれば、日本語に
おけるのとは異なり、ドイツ語では、「首か
しげ」は本当にどう答えるべきかが分からな
い場合に現れる。つまり、ドイツ語では、「首
かしげ」の身体表現には、日本語におけるよ
うなコミュニケーション上の役割はないと
いうことが考察された。 
 
これらの考察は、アジアゲルマニスト会議に
おいて、国際理解の問題として発表された。
また、ドイツ認知言語学会においては、認知
言語学の実証的研究の問題として発表され
た。インタビューの分析の分析による研究方
法は、ドイツ認知言語学会において新しい試
みとして評価されたが同時に、分析者の主観
に頼らざるを得ないことに由来する解釈の
妥当性についての問題が指摘された。 
 
この問題は、談話を撮影したヴィデオデータ
の分析という段階では、私たちがあらかじめ
予期していたものであり、私たちはプロジェ
クトの第二段階として、日本語とドイツ語の
母語話者に対するプライミングテストを行
って、議論に客観性を持たせるための工夫を
凝らした研究を行った。 
 
この第二段階の研究は、実は、ビデオデータ
が使えるということで使用したソフトウエ

アが頻繁にトラブルを起こし、プログラムの
調整、メーカーとのやり取りに時間を取られ
たために、必ずしも順調には進まなかった
（日本語とドイツ語の被験者数に差がある
のは、ドイツに出張して実験を行う作業をし
たので、リスクを考えて被験者を多めに取っ
たからである）。 
 
日本語母語話者を対象にした実験結果を分
析した結果、私たちの第一段階での考察に対
応して、状況に応じた質問に対応する身体表
現の適切さについての判断の差が観察され
た。ただし、今回の実験では、「強い首ふり」
と「弱い首ふり」について、はっきりとした
判断の差が見られなかった。 
 
これらの分析・考察の結果は、第 12 回日本
語用論学会において発表された。 
 
ドイツ語の母語話者に対して行った実験の
結果は現在さらに詳しく分析中であるが、や
はり、「強い首ふり」、「弱い首ふり」、「首傾
げ」、「うなづき」、「しかめ顔」の身体表現に
動機づけられた否定の認知がそれぞれに有
意であり、首ふりに動機づけられる否定の重
要性などは日本語とほぼ同じであること、
「うなづき」の身体表現が、日本語における
のと似たように、否定の関係する疑問や、助
言の意味での修辞疑問に対して出やすいこ
となどが分かってきた。 
 
この研究の成果は、今年の十月にブレーメン
で行われるドイツ認知言語学会で発表され
ることが決まっている。 
 
私たちは今後さらに、今回の研究で得られた
結果について分析を深めるとともに、方法を
精緻化していかなければいけない。他方、私
たちのこれまでの研究によって、認知の内実
を実験的な手法によって、実証的に探ってい
く、という、認知言語学を実証科学の一分野
として確立していく試みを企て、実証的な言
語研究の可能性の一つの方向をを示すこと
ができたのではないかと、私たちは確信して
いる。           
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